
私はこ う し て
電気事故を防いだ！

シュ リ ンク バッ ク 現象にご注意を！！
定期点検で事故を未然に防止！！

▲

改修前

▲

改修後

点 検 対 象 工場 点 検 地 区 斜里町

き ら り ポイ ン ト

■現場の状況と 対策

■技術者から のワンポイ ント アド バイ ス

月次点検時に双眼鏡で柱上のケーブルを確認し ていたところ、 端末部分

の１ 相に不具合を 確認し まし た。 昇柱し て直接目視点検を実施し たところ、

ケーブルのシュリンクバック現象が発生していました。

シュ リ ンク バッ ク 現象と はケーブルの外装が日光や周囲温度、 通電中に発生する熱などにより 収縮し よう と する現

象です。 こ れにより 固定さ れている端末部と ケーブルが離れよう と し 、 引き裂かれるよう な状況になり ます。

こ のまま放置・ 進行し てし まう と 、 内部の遮蔽銅テープの破断や隙間から の雨水の侵入により 地絡事故へ発展する

おそれがあり ます。 停電し ての確認や対応が必要でし たので、 お客さ まにご説明し 、 後日停電点検を 実施し まし た。

各種測定・ 目視確認の結果、 異常がなかっ たため、 テープ巻き補修を実施いたし まし た。

こ の事例では、 繁忙期であり ながら も 停電日程を調整し ていただく など 、 お客さ まのご理解

と ご協力により 早期改修するこ と ができ、 大変感謝し ており ます。 高圧設備の故障は、 長時間

停電や波及事故などの重大なト ラ ブルに繋がる可能性があり ます。 電気を使用する機器があふ

れている今、 計画的な停電も 容易ではあり ませんが、 その先の事故を防ぐ ため、 有事の際はご

理解と ご協力をお願いいたし ます。 斜里事業所
竹澤　 由太
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